
み
ん
な
で
創
る
谷
相
地
区

中
央
東
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、
香
美
市
、
土
佐
香
美
農

協
と
連
携
し
、
谷
相
地
区
を
モ
デ
ル
集
落
と
し
て
、
集
落
営
農
活

動
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
集
落
座
談
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
「
農
地
を
守
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
『
米
』
か
ら
話
し
合
お
う
」
と
の
合
意
を

得
て
、
平
成
二
十
一
年
二
月
に
「
谷
相
地
区
集
落
営
農
組
合
」
が

設
立
さ
れ
、
「
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
」
「
農
作
業
受
委
託
組
織
の
設
立
」

「
所
得
向
上
に
向
け
た
ア
ジ
サ
イ
栽
培
や
直
販
活
動
」
に
加
え
、

新
た
に
「
青
ネ
ギ
栽
培
」
「
交
流
」
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し

た
。ま

た
き
い
や
谷
相
へ
！
（
交
流
会
開
催
）

十
一
月
八
日
に
三
谷
地
区
集
会
所
に
お
い
て
、
「
ま
た
き
い
や

谷
相
へ
！
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
高
知
市
や
南
国
市
か

ら
、
親
子
二
十
三
名
の
参
加
が
あ
り
、
散
策
、
お
に
ぎ
り
づ
く

り
、
稲
わ
ら
リ
ー
ス
づ
く
り
、
も
ち
投
げ
を
行
い
、
お
米
や
谷
相

の
よ
さ
を
堪
能
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
散
策
で
は
、
山
道
を
２
ｋ
ｍ
近
く
歩
く
間
に

ド
ン
グ
リ
や
、
栗
を
拾
っ
た
り
、
田
舎
の
風
景
を
み
て
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
で
き
た
。
お
米
も
お
い
し
い
」
と
お
米
を
購
入
し
て
い
く
人
も

多
数
あ
り
ま
し
た
。
稲
わ
ら
リ
ー
ス
づ
く
り
も
好
評
で
農
家
と

市
、
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
が
一
緒
に
考
え
た
交
流
内
容
に
満
足

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参加者集合写真

おにぎりづくり

『
上
東
集
落
」
先
進
地
研
修
を
実
施
！

十
一
月
十
一
日
に
、
こ
う
ち
型
集
落
営
農
モ
デ
ル
集
落
で
あ
る
「
上

東
地
区
集
落
営
農
組
合
」(

い
の
町)

に
お
い
て
、
農
舎
等
の
設
置
状
況

や
組
合
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
上
東
集
落
は
、

平
成
二
十
年
度
か
ら
「
こ
う
ち
型
集
落
営
農
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

参
加
者
か
ら
は
、
農
舎
を
建
築
す
る
際
の
地
元
負
担
分
の
拠
出
方
法

や
ニ
ラ
、
葉
ワ
サ
ビ
等
所
得
向
上
の
取
り
組
み
、
水
稲
の
農
作
業
受
委

託
の
状
況
な
ど
を
聞
き
、
熱
心
に
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

｢

ア
グ
リ
天
神｣

等
先
進
地
研
修
を
開
催
！

十
二
月
七
日
に
、
谷
相
集
落
の
十
九
名
が
、
「
特
定
農
業
団
体
ア
グ

リ
天
神
」(

香
川
県
高
松
市)

、
「
良
心
市
た
か
せ
（
香
川
県
三
豊
市
）
に

お
い
て
、
集
落
営
農
や
直
販
所
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま

し
た
。
「
ア
グ
リ
天
神
」
は
、
平
成
二
年
の
ほ
場
整
備
を
き
っ
か
け
に
集

落
営
農
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
始
め
、
平
成
十
八
年
に
特
定
農
業
団

体
「
ア
グ
リ
天
神
」
と
し
て
設
立
し
た
組
織
で
水
稲
、
麦
、
野
菜
を
栽

散策風景

稲わらリースづくり

上東集落研修

アグリ天神研修

培
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
谷
相
集
落
も
天
神
集
落
と
同
様
に
高
齢
化
も

進
ん
で
い
る
の
で
、
集
落
を
維
持
し
て
行
く
に
は
み
ん
な
で
知
恵
を
出

し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
」
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

「
良
心
市
た
か
せ
」
は
、
平
成
四
年
に
生
産
者
十
二
名
で
立
ち
上

げ
、
出
荷
者
数
は
約
四
百
人
で
年
間
約
三
億
円
の
売
り
上
げ
が
あ
る

直
販
所
で
す
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
直
販
所
に
出
荷
す
る
と
き
は
、
袋
い
っ
ぱ
い
に

入
れ
る
こ
と
が
よ
い
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
適
量
が
大
切
で

あ
る
と
わ
か
っ
た
」
「
品
揃
え
が
よ
い
の
で
お
客
さ
ん
も
た
く
さ
ん
き

て
い
る
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

奈
半
利
町
大
原
西
ノ
平
集
落
等
と
の
交

流
会
を
実
施
！

十
二
月
八
日
に
、
「
こ
う
ち
型
集
落
営
農
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
奈

半
利
町
大
原
西
ノ
平
集
落
、
北
川
村
久
府
付
集
落
と
の
交
流
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
お
互
い
の
集
落
の
取
り
組
み
状
況
や
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
谷
相
集
落
参
加
者
か
ら
は
、
「
集
落
営
農
に
取
り
組
ん
で

間
も
な
い
の
で
結
果
も
出
て
い
な
い
が
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
話
し
合
う

こ
と
は
大
切
で
あ
る
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

奈半利町大原西ノ平集落

との交流会

谷相オペレーター組合
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谷
相
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
組
合
及
び
水
稲
栽
培

研
究
会
を
開
催
！

十
二
月
十
五
日
、
三
月
二
日
に
、
「
谷
相
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
組
合

及
び
水
稲
栽
培
研
究
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

十
二
月
十
五
日
の
検
討
会
で
は
、
水
稲
の
展
示
ほ
の
成
績

結
果
報
告
や
農
作
業
受
委
託
の
作
業
料
金
、
来
年
度
の
事
業

導
入
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
米
の
産
地
は
知
ら
せ
ず
米
の
食
味
比
較
を
行
い
ま
し

た
。
熱
心
に
食
べ
比
べ
、
お
か
わ
り
を
し
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
す
る

人
も
い
ま
し
た
。

三
月
二
日
に
は
、
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
取
り
組
み
等
の
検

討
を
行
い
ま
し
た
。

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、
三
名
が
微

生
物
農
薬
に
よ
る
種
子
消
毒
を
実
施
す
る
こ
と
や
四
月
に

事
業
申
請
を
行
い
、
農
舎
及
び
乾
燥
機
を
導
入
す
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

直
販
部
会
の
開
催
！

直
販
部
会
で
は
、
商
品
づ
く
り
講
習
会
や
栽
培
講
習
会
な
ど

毎
月
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
で
あ
な
た
も
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
パ
ー
ト
Ⅱ
～
野
菜

好
き
を
も
っ
と
増
や
そ
う
！
～
」（
十
二
月
二
十
一
日
）

直
販
所
で
よ
く
販
売
さ
れ
て
い
る
チ
ャ
ー
テ
、
里
芋
等
の

お
い
し
い
食
べ
方
や
見
分
け
方
、
保
存
方
法
等
を
と
り
ま
と

め
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
作
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
谷
相
カ
レ
ン
ダ
ー
」

（
栽
培
暦
）
を
と
り
ま
と
め
、
老
人
ホ
ー
ム
等
に
出
荷
で
き
る

野
菜
を
月
別
、
品
目
ご
と
に
表
に
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

「
タ
ケ
ノ
コ
加
工
品
づ
く
り
と
初
夢
（
目
標
）
作
成
！
」

（
一
月
二
十
八
日
）

平
成
二
十
二
年
の
初
夢
（
出
荷
目
標
等
）
の
作
成
と
新
た

な
販
売
品
目
と
し
て
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
が
加
工
レ
シ
ピ

を
提
案
し
ま
し
た
。

「
先
進
事
例
研
修
を
開
催
！
」（
三
月
三
日
）

南
国
市
の
「
か
ざ
ぐ
る
ま
市
」
、
量
販
店
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
枝

川
店
内
に
あ
る
農
産
物
直
販
所
「
愛
菜
市
」
、
い
の
町
吾
北
の

道
の
駅
内
の
「
６
３
３
美
の
里
」
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

「
か
ざ
ぐ
る
ま
市
」
は
、
店
舗
見
学
の
み
で
し
た
が
、
「
愛
菜

市
」
は
、
水
田
産
直
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
づ
く
り
の
コ
ツ

や
売
れ
る
商
品
づ
く
り
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
「
６

３
３
美
の
里
」
で
は
、
消

費

者

ニ
ー

ズ
の
把

握

の

仕

方

や

目

玉

商

品

の

つ

く

り

方

に

つ

い

て

研

修

し

ま

し

た

。
「
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
書
き
方
や
並
べ
方
が
参
考
に
な

っ
た
」
「
出
荷
に
対
す
る
考
え
方
は
、
目
か
ら
鱗
が
落
ち
た
」

等
の
意
見
が
出
さ
れ
、
ど
の
参
加
者
も
「
出
席
し
て
よ
か
っ

た
」
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

「
谷
相
地
区
集
落
営
農
組
合
直
販
部
会
実
証
ほ
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ

を
定
植
！
」（
三
月
十
二
日
）

組
合
の
実
証
ほ
場
に
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
定
植
を
行
い
ま
し
た
。

二
月

末

か
ら

種
芋
を
準
備
し
て
い
ま

し
た

が
、
雨

天

続

き

で
や
っ
と
三

ａ
の
ほ
場

に｢

北

海

黄

金

」
や
「
キ

タ

ア
カ
リ
」
な

ど
十

種

類

の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
植
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

農
家
か
ら
は
、
「
頑
張
っ
て
手
入
れ
を
せ
ん
と
い
か
ん
」
、
「
収

穫
祭
が
楽
し
み
」
と
の
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

「
直
販
所
に
谷
相
カ
レ
ン
ダ
ー
や
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
提
案
！
」（
二
月
十
七
日
）

直
販
所
「
韮
生
の
里
」
へ
地
区
運
営
委
員
を

通

じ
、
『
谷
相

カ
レ
ン
ダ
ー
』
（
栽
培
暦
）
と
『
チ
ャ
ー
テ
、
里
芋
、
大
根
』
の

三

品
目
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

「愛妻市」での研修
ジャガイモ定植

｢愛妻市｣でＰＯＰ

栽培講習会（現地）

発 行： 中央東農業振興センター

農業改良普及課

連絡先： 香美市土佐山田町加茂 777

TEL ： 0887-53-3039

FAX ： 0887-53-5140

【集落営農とは】

ひとつの農家では解決できない地域の農業のいろいろな問題を、集落のみん

なと知恵と力を出し合って解決し、集落づくりにつなげていくことです。

『谷相地区集落営農組合について』

谷相地区集落営農組合は、｢咲かそう・実らそう谷相の夢｣をスローガンに集落の

維持発展をめざして平成２１年２月に設立しました。

谷相オペレーター組合、水稲栽培研究会、アジサイ栽培研究会、直販部会、青ネ

ギもうかる会、交流専門委員会の６つの作業部会ができ、様々な活動を行ってい

ます。

地域の皆さんの参加がないと「始まらん」会ですので、今まで参加された方も、途

中からの参加はしにくいと思っていらっしゃる方も、皆様お誘い合わせのうえ是非ご

参加ください。

【お知らせ】

●谷相地区集落営農組合総会

６月頃予定

●谷相オペレーター組合：４月

内容：活動計画の作成等

●水稲栽培研究会：４月

内容：種子消毒について

●直販部会:４月予定

内容：活動計画の作成
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